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暦の上では、立春を過ぎ「春」になりました。実際には、まだまだ寒い日が続き、春に

はまだ少し間があるように思います。暖かくなる日が待ち遠しいですね。 

季節の変わり目は、誰でも体内で調節をしているので、何かしらの変化があるものです。

発達に課題を抱えていると、その変化に敏感だったり、思った以上に気温差が辛かったり

します。子どもが何か訴えた時にいったん耳を傾けた上で、目標を決めてがまんさせたり、

控えさせたりすることで、いろいろなことへの意欲を持続させることができるかもしれま

せん。 

同じ物事でも見方やとらえ方によって、否定的な内容が肯定的に変わることを「リフレ

ーミング」といいます。何かに行き詰まったときに「リフレーミング」で物事のとらえ方

を変えてみると、新たな考えや前向きな気持ちをもつようになるものです。子どもとの関

わり方の発想を変えて、良いところや得意なところを生かしていくのに役立ちます。 

また、子ども自身がリフレーミングをできるようになると、自尊感情が高まり気持ちに

もゆとりが生まれ、物事が好転していくことにつながっていきます。自分の見方をプラス

に変える意味でも効果的です。 

     【リフレーミングの例】 

     ○飽きっぽい ⇒ 好奇心旺盛、チャレンジ精神がある 

     ○２度も失敗が続くと 

      「どうせまた失敗する」 ⇒ 「失敗は成功のもと」 

                    「失敗は成功の母」  など 
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不足 十分 

行き詰った状態 

ネガティブな事柄 

満足な状態 

ポジティブな事柄 

その人が持っている枠組み（フレーム）を変えること 

リフレーミング 

 


